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射水市子育て家庭アンケート 

射水市ひとり親家庭等医療費受給者の皆様へ 

平成 29年 7月 

＜調査主管課＞ 射水市子育て支援課 

＜調 査 協 力＞ 富山県児童青年家庭課 

ご協力のお願い 

○調査の目的 

・このアンケートは、射水市内のひとり親家庭等医療費受給者のご家庭の暮らしや要望

などをお聞きして、今後の射水市の施策に役立てるために実施するものです。子ども

たちの未来が、生まれ育った環境によって左右されることなく、自らの可能性を追求

できる社会を実現するために、経済面、社会面、教育面などで困難な状況があれば、

その改善策を考えてまいります。答えにくい質問があるかもしれませんが、これから

の射水市の施策につなげる基礎資料となるアンケートですので、ご協力をお願いしま

す。 

○調査の対象 

・射水市ひとり親家庭等医療費受給者 

○回答にあたってのお願い 

・平成 29年 7月１日現在の状況をお答えください。 

・お名前やご住所を書く必要はありません。 

回答の内容は統計的に処理し、個人を特定することはありません。また、誰が何を  

書いたか、他の人に知られることはありません。 

・答えたくない質問には、答える必要はありません。 

・アンケート用紙が複数配付された場合も、それぞれご回答ください。 

○提出の方法 

・記入が終わったアンケートは、ひとり親家庭等医療費助成受給資格の更新の際（期限：

8月 31日（木）まで）に提出してください。 

 

 

 

アンケートへの質問やご不明な点などのお問合せは、すべて射水市の担当者までお願い

します。 

  【問合せ先】射水市 子育て支援課  

（月～金 ９時～17時） 電話：0766－51－6629 
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はじめに、ご家族とお仕事についておたずねします 

問１ この調査票にお答えになっているのは、お子さんからみて、どなたにあたりますか。（１つに○） 

※以下、「あなた」とします。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（         ） 

 

問２ ご家族（世帯員）について、お聞きします。 

（１）現在、あなたと同居している方は、あなたからみてどなたにあたりますか。学業や単身赴任・   

入院などで一時的に別居している方も含めます。（あてはまるものすべてに○） 

１．あなた自身 ２．こども ３．母親 

４．父親 ５．祖父・祖母 ６．元配偶者の父親 

７．元配偶者の母親          ８．元配偶者の祖父母 ９．その他の親族 

10．親族以外（                     ） 

（２）同居しているご家族の人数は何人ですか。あなたとお子さんも含めた、世帯人数をお答えくだ  

さい。学業や単身赴任・入院などで一時的に別居している方も含めます。（１つに○） 

１．２人 ２．３人 ３．４人 ４．５人 ５．６人 

６．７人 ７．８人 ８．９人 ９．10人以上  

 

問３ ご家族のお住まいについてお聞きします。 

（１）現在の住居の形態はどれにあたりますか。（１つに○） 

１．あなたの持ち家 ２．親族の持ち家 

３．民間の賃貸住宅 ４．公営住宅（県営住宅、市営住宅等） 

５．公団住宅（都市再生機構（UR）等） ６．給与住宅（社宅、官舎等） 

７．その他（                                   ） 

（２）あなたが住居費として負担している金額は、1か月あたりいくらですか。 

家賃・住宅ローン・共益費・管理費などの合計の金額を教えてください。（１つに○） 

１．０円（費用負担なし） ２．１万円未満 ３．１万円～２万円未満 

４．２万円～３万円未満 ５．３万円～４万円未満 ６．４万円～５万円未満 

７．５万円～６万円未満 ８．６万円～７万円未満 ９．７万円～８万円未満 

10．８万円～９万円未満 11．９万円～10万円未満 12．10万円以上 

 

問４ あなたのご家庭では、現在、どなたが働いていますか(休職中も含みます)。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．あなた ２．あなたの父 ３．あなたの母 

４．あなたの子 ５．その他（     ） ６．働いている人はいない 

※あなたが働いている場合は問４-1へ、あなたが働いていない場合は問４-2へお進みください。  
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問４-1 問４で「１．あなた」と回答した方にお聞きします。 

（１）現在の就労状況について次のＡ～Ｇにご記入ください。 

Ａ 雇用形態を教えてください。（１つに○） 

１．正規の職員・従業員（正社員・正職員） ２．パート・アルバイト 

３．契約・嘱託・臨時・非常勤・派遣など ４．自営業主・家族従事者・内職・在宅請負など 

５．その他（具体的に                               ） 

Ｂ 雇用期間の定めはありますか。契約期間を更新できる場合も、定めのある雇用になります。
（１つに○） 

１．ある ２．ない ３．雇用ではない 

Ｃ 日曜・祝日の勤務はありますか。（１つに○） 

１．定期的にある ２．不定期にある ３．ない 

Ｄ ふだん働いている時間帯は、次のどれにあたりますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．早朝（５時～８時） ２．日中（８時～18時） 

３．夜間（18時～22時） ４．深夜（22時～翌５時） 

Ｅ 別の仕事（副業）をしていますか。（１つに○） 

１．していない   ２．している 

Ｆ 仕事のある日は、何時頃に家を出て、何時頃に帰宅しますか。最も多い時間帯をお書きく
ださい。（0：00～24：00の 24時間制でご記入ください） 

家を出る時間：(   )時(   )分頃 家に帰る時間：(   )時(   )分頃 

Ｇ 一週間あたりの労働時間は平均してどのくらいですか。（１つに○） 

１．20時間未満 ２．20～34時間 ３．35～42時間 

４．43～48時間 ５．49～59時間 ６．60時間以上 

 

（２）あなたの働いている職場は、子どもの体調不良や学校行事へ参加する際、休暇をとりやすい環境

ですか。（１つに○） 

１．とりやすい ２．まあまあとりやすい ３．ややとりにくい ４．とりにくい 

 

（３）仕事と家庭生活のバランスについて、この１年間に、次のようなことが起きていますか。 

（Ａ～Ｃそれぞれ１つに〇） 

 よ
く
あ
る 

と
き
ど
き
あ
る 

め
っ
た
に
な
い 

ほ
と
ん
ど
な
い 

Ａ 仕事のせいで、子どもとすごす時間が少ない １ ２ ３ ４ 

Ｂ 仕事の悩みや疲れのせいで、子どもとのかかわりが十分に 
もてない 

１ ２ ３ ４ 

Ｃ 仕事のせいで、やりたい事や家事が十分にできない １ ２ ３ ４ 
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問４-2 あなたご自身が働いていない方にお聞きします。 
※あなたご自身が働いている場合は、次の問５へお進みください。 

仕事をしていない理由としては、どれにあてはまりますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．求職中・失業中 ２．収入や時間の条件が合う仕事がない 

３．経済的理由で働く必要がない ４．家事・子育てに専念したい 

５．子どもの保育の手だてがない ６．自分の健康上の理由 

７．子どもの健康上の理由 ８．家族の介護をしなければならない 

９．その他（具体的に                                ） 

 

問５ 交通手段についてお聞きします。 

（１）あなたは、運転免許を持っていますか。（１つに○） 

１．持っている ２．持っていない 

 

（２）あなたのご家庭には、車（自家用車）がありますか。（１つに○） 

１．１台ある ２．２台以上ある ３．ない 

 

お子さんについておたずねします 

問６ あなたのお子さんについて、該当する区分ごとにそれぞれ人数を記入してください。 

①小学校入学前 （     ）人 ②小学生 （     ）人 

③中学生 （     ）人 ④高校生 （     ）人 

⑤大学、短大、専門学校等 （     ）人 ⑥就職 （     ）人 

⑦その他 （     ）人   

 

問７ あなたのお子さんは、現在、塾に行ったり、習い事をしたりしていますか。（費用がかからない  

サークル活動などは含みません。）（あてはまるものすべてに○） 

１．学習塾・進学塾 

⇒ 問７-1へお進みください 

２．家庭教師 

３．通信教育 

４．英会話教室･珠算などの勉強の習い事 

５．絵画・音楽・習字などの芸術の習い事 

６．スポーツなどの習い事 

７．その他（              ） 

８．塾や習い事はしていない ⇒ 問７-2へお進みください 
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問７-1 問７で「１．」～「７．」と回答した方にお聞きします。 
塾や習い事でお子さん１人にかかる１か月あたりの費用は、合計どのくらいですか（１つに○）。 
※お子さんが二人以上いる場合は、平均した金額をお答えください。 

１．2,000円未満 ２．2,000円～4,000円未満 ３．4,000円～6,000円未満 

４．6,000円～8,000円未満 ５．8,000円～10,000円未満 ６．１万円～２万円未満 

７．２万円～３万円未満 ８．３万円以上  

 

問７-2 問７で「８．塾や習い事はしていない」と回答した方にお聞きします。 

お子さんが塾や習い事をしていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもがやりたがらないから ２．必要性を感じないから 

３．経済的に余裕がないから ４．家の近くに塾や習い事がないから 

５．学校のクラブ活動が忙しいから  

６．子どもが家などで過ごす自由な時間が少なくなるから 

７．他の家族の理解が得られないから  

８．その他(具体的に                                ) 

９．とくに理由はない  

 

問８ あなたのお子さんが、高校まで進学して、卒業したとします。高校卒業後の進路として、 

どうしてほしいと考えていますか。（１つに○） 

１．大学や短大に進学してほしい 

２．専門学校（仕事の技術や知識を学ぶための学校）に進学してほしい 

３．就職してほしい 

４．その他（具体的に                               ） 

５．わからない 

 

小・中学生のお子さんがいる場合のみお答えください。該当しない場合は、次の問 10に進んでください。 

問９ 就学援助制度※についてお聞きします。※就学援助制度とは、経済的な理由により教育の機会が失われ

ないように、学用品費や給食費などの一部を援助する制度です。 

就学援助制度を利用していますか。（１つに○） 

１．利用していない ⇒問９-１へお進みください 

２．利用している 
⇒問 10へお進みください 

３．わからない 
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問９-1 問９で「１．利用していない」と回答した方にお聞きします。 

就学援助制度を利用していない理由について、もっとも近いものはどれですか。（１つに○） 

１．必要ないため、申請しなかった 

２．利用したいが、申請条件を満たしていないため、申請しなかった 

３．利用したいが、周囲の目が気になったため、申請しなかった 

４．利用したいが、自分の世帯が対象になるかどうかわからないので、申請しなかった 

５．申請したが、認定されなかった 

６．就学援助制度を知らなかった 

７．その他（                                   ） 

 

あなた自身のことについておたずねします 

問 10 あなたは結婚したことがありますか。（１つに○） ※この問では内縁の関係も結婚したことがある

とみなしてお答え下さい。 

１．ある（死別した） ２．ある（離別した・その他） ３．ない 

 

問 11 あなたはご自分のふだんの健康状態についてどのように感じていますか。（１つに○） 

１．良い ２．どちらかといえば良い ３．普通 

４．どちらかといえば悪い ５．悪い  

 

問 12 この１週間のあなたの心の状態についてうかがいます。次のような気分やことがらをどのくらい

感じましたか。（Ａ～Ｃそれぞれ１つに〇） 

 ま
っ
た
く
な
か
っ
た 

週
に
１
～
２
日 

週
に
３
～
４
日 

週
に
５
日
以
上 

Ａ 悲しい・辛いと感じたこと １ ２ ３ ４ 

Ｂ 憂
ゆう

うつだと感じたこと １ ２ ３ ４ 

Ｃ 一人ぼっちで寂しいと感じたこと １ ２ ３ ４ 

 

問 13 あなたが中学３年生のとき、ご家庭の暮らし向きは、次のどの状態に近かったでしょうか。 

（１つに○） 

１．大変ゆとりがある ２．ややゆとりがある ３．普通 

４．やや苦しい ５．苦しい ６．わからない 
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問 14 あなたが中学３年生のとき、成績順位は、学年でどのくらいだったでしょうか。（１つに○） 

１．上のほう ２．やや上のほう ３．真ん中あたり 

４．やや下のほう ５．下のほう ６．覚えていない 

 

問 15 あなたご自身のことについてうかがいます。次のことがらはどのくらいあてはまりますか。 

（Ａ～Ｃそれぞれ１つに〇） 

 あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

Ａ 私は、自分自身にだいたい満足している １ ２ ３ ４ 

Ｂ 自分にはけっこう長所があると感じている １ ２ ３ ４ 

Ｃ 時々、自分は役に立たないと強く感じることがある １ ２ ３ ４ 

 

問 16 あなたはこれまでに、次のような経験をしたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．成人する前に父親が亡くなった ２．成人する前に母親が亡くなった 

３．成人する前に両親が離婚した ４．成人する前に生活保護を受けていた 

５．親から暴力や暴言を受けたことがある  

６．配偶者（夫や妻）から暴力や暴言を受けたことがある 

７．きょうだいや親族から暴力や暴言を受けたことがある 

８．上記のいずれも経験したことがない 

 

問 17 あなたが最後に通った学校はどれにあたりますか。あなたのご両親についても教えてください。 

（Ａ～Ｃそれぞれ１つに〇） 

Ａ あなた Ｂ あなたの母親 Ｃ あなたの父親 

１.中学校 １.中学校 １.中学校 

２.高校中退 ２.高校中退 ２.高校中退 

３.高校卒業 ３.高校卒業 ３.高校卒業 

４.専門学校※中退 ４.専門学校※中退 ４.専門学校※中退 

５.専門学校※卒業 ５.専門学校※卒業 ５.専門学校※卒業 

６.高専・短大中退 ６.高専・短大中退 ６.高専・短大中退 

７.高専・短大卒業 ７.高専・短大卒業 ７.高専・短大卒業 

８.大学・大学院中退 ８.大学・大学院中退 ８.大学・大学院中退 

９.大学・大学院卒業 ９.大学・大学院卒業 ９.大学・大学院卒業 

10.その他 10.その他 10.その他 

 11.わからない 11.わからない 

※専門学校とは、高校卒業後に職業教育や専門的な技術教育をする学校のことです。 
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現在の暮らしについておたずねします 

問 18 あなたのご家庭では、次の物のうち、経済的理由のために、ない物はありますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

１．洗濯機 ２．炊飯器 ３．掃除機 ４．暖房機器 

５．クーラー ６．テレビ ７．電子レンジ  

８．電話（固定電話・携帯電話・スマホを含む） ９．家族全員分の布団またはベッド 

10．急な出費に備えるための貯金（５万円以上） 11．１～10にあてはまるものはない 

 

問 19 あなたのご家庭は、以下の社会保障の給付を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．児童手当 ２．児童扶養手当 ３．特別児童扶養手当 

４．生活保護 ５．老齢年金 ６．遺族年金 

７．障害年金 ８．失業保険 ９．１～８にあてはまるものはない 

 

問 20 去年（平成 28 年）１年間の収入（税込み）を教えてください。あなたご自身、世帯全体のそれ

ぞれについて、ご記入ください。（Ａ・Ｂそれぞれ１つに〇） 
 

Ａ あなたの収入 Ｂ 世帯全体の収入 
（あなたの収入＋その他の家族の収入＋社会保障給付費の合計） 

１．収入はなかった １．収入はなかった 

２．100万円未満 ２．100万円未満 

３．100万円～129万円台 ３．100万円～129万円台 

４．130万円～199万円台 ４．130万円～199万円台 

５．200万円～299万円台 ５．200万円～299万円台 

６．300万円～399万円台 ６．300万円～399万円台 

７．400万円～499万円台 ７．400万円～499万円台 

８．500万円～599万円台 ８．500万円～599万円台 

９．600万円～699万円台 ９．600万円～699万円台 

10．700万円～799万円台 10．700万円～799万円台 

11．800万円～899万円台 11．800万円～899万円台 

12．900万円～999万円台 12．900万円～999万円台 

13．1,000万円～1,099万円台 13．1,000万円～1,099万円台 

14．1,100万円～1,199万円台 14．1,100万円～1,199万円台 

15．1,200万円～1,299万円台 15．1,200万円～1,299万円台 

16．1,300万円～1,399万円台 16．1,300万円～1,399万円台 

17．1,400万円～1,499万円台 17．1,400万円～1,499万円台 

18．1,500万円～1,599万円台 18．1,500万円～1,599万円台 

19．1,600万円以上 19．1,600万円以上 
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問 21 あなたの世帯全体の去年（平成 28 年）１年間の可処分所得※（いわゆる手取り収入）を教えて   

ください。あなたを含む世帯員の人数（問２（２）で答えた人数）に応じて、以下の選択肢から

いずれかあてはまる番号１つに〇をつけてください。（世帯員人数に応じた選択肢欄から、該当

するもの１つに○） 

※可処分所得とは、問 20のＢ欄で答えた「世帯全体の収入」から「所得税」「住民税」「社会保険料」「固定

資産税」を引いた金額のことです。 

  【例】問２（２）で答えたあなたを含む世帯員が３人の場合は、下のＣ欄の選択肢から該当する   

番号を１つ選んでください。 

世帯員人数  世帯全体の手取り額 

１人の場合 

 １．60万円未満 ２．60万円以上～120万円未満 

Ａ ３．120万円以上～180万円未満 ４．180万円以上～240万円未満 

 ５．240万円以上～300万円未満 ６．300万円以上 

２人の場合 

 １．85万円未満 ２．85万円以上～175万円未満 

Ｂ ３．175万円以上～260万円未満 ４．260万円以上～345万円未満 

 ５．345万円以上～430万円未満 ６．430万円以上 

３人の場合 

 １．105万円未満 ２．105万円以上～210万円未満 

Ｃ ３．210万円以上～315万円未満 ４．315万円以上～420万円未満 

 ５．420万円以上～525万円未満 ６．525万円以上 

４人の場合 

 １．120万円未満 ２．120万円以上～245万円未満 

Ｄ ３．245万円以上～365万円未満 ４．365万円以上～485万円未満 

 ５．485万円以上～605万円未満 ６．605万円以上 

５人の場合 

 １．135万円未満 ２．135万円以上～275万円未満 

Ｅ ３．275万円以上～410万円未満 ４．410万円以上～545万円未満 

 ５．545万円以上～680万円未満 ６．680万円以上 

６人の場合 

 １．150万円未満 ２．150万円以上～300万円未満 

Ｆ ３．300万円以上～450万円未満 ４．450万円以上～600万円未満 

 ５．600万円以上～750万円未満 ６．750万円以上 

７人の場合 

 １．160万円未満 ２．160万円以上～325万円未満 

Ｇ ３．325万円以上～485万円未満 ４．485万円以上～645万円未満 

 ５．645万円以上～805万円未満 ６．805万円以上 

８人以上の場合 

 １．175万円未満 ２．175万円以上～345万円未満 

Ｈ ３．345万円以上～520万円未満 ４．520万円以上～695万円未満 

 ５．695万円以上～870万円未満 ６．870万円以上 
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問 22 あなたは、現在のご家庭の暮らし向きをどのように感じていますか。（１つに○） 

１．大変ゆとりがある ２．ややゆとりがある ３．普通 

４．やや苦しい ５．苦しい  

 

問 23 あなたのご家庭では、過去１年間に、経済的な理由で、家族が必要とする食料や衣料（嗜好品は

含みません）が買えないことがありましたか。（Ａ・Ｂそれぞれ１つに〇） 

Ａ 食料が買えなかった経験 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．ほとんどなかった ４．まったくなかった 

Ｂ 衣料が買えなかった経験 

１．よくあった ２．ときどきあった ３．ほとんどなかった ４．まったくなかった 

 

問 24 あなたのご家庭では、過去１年間に、経済的な理由で、次の費用を期限通りに支払えなかったこ

とがありましたか。（Ａ～Ｇそれぞれ１つに〇） 

 あ
っ
た 

な
か
っ
た 

該
当
し
な
い 

(

支
払
い
は
な
い) 

Ａ 水道光熱費（電気代・ガス代・水道代・灯油代など） １ ２ ３ 

Ｂ 通信費（固定電話代・携帯電話代・インターネット使用料など） １ ２ ３ 

Ｃ 税金（所得税・住民税・固定資産税など） １ ２ ３ 

Ｄ 社会保険料（年金・健康保険など） １ ２ ３ 

Ｅ 住居費（家賃・住宅ローンなど） １ ２ ３ 

Ｆ クレジットカードの支払い １ ２ ３ 

Ｇ 学校給食費 １ ２ ３ 

 

問 25 あなたのご家庭では、お子さんが生まれてからこれまでに、経済的な理由による料金滞納のため

に、電気、ガス、水道のいずれかを止められたことがありましたか。（１つに○） 

１．あった ２．なかった 

 

問 26 あなたのご家庭では、過去１年間に、医療機関でお子さんを受診させた方がよいと思ったが、  

実際には受診させなかった（できなかった）ことがありましたか。（１つに○） 

１．あった ⇒問 26-1へお進みください。 ２．なかった ⇒問 27へお進みください。 
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問 26-1 問 26で「１．あった」と回答した方にお聞きします。 

その理由は何ですか。もっとも近いものをお答えください。（１つに○） 

１．病院や診療所に行く時間がなかったため 

２．身体上の理由で、病院や診療所に行くことが困難であったため 

３．病院や診療所までの距離が遠く、通院することが困難であったため 

４．公的医療保険に加入しておらず、医療費を払うことが難しいため 

５．公的医療保険には加入していたが、医療費を支払うことが難しいため 

６．その他（                                 ） 

 

問 27 この１か月間のあなたの感情面についてうかがいます。次のような気分やことがらをどのくらい

感じましたか。（Ａ～Ｅそれぞれ１つに〇）   

ま
っ
た
く
な
か
っ
た 

週
に
１
～
２
日 

週
に
３
～
４
日 

週
に
５
日
以
上 

Ａ 家事・育児・介護などでの負担が大きすぎると感じた 
こと 

１ ２ ３ ４ 

Ｂ 家計の先行きについて不安を感じたこと １ ２ ３ ４ 

Ｃ 子どもがわずらわしくていらいらしてしまうこと １ ２ ３ ４ 

Ｄ 子どもに八つ当たりしたくなること １ ２ ３ ４ 

Ｅ 子どもによって自分も成長していると感じること １ ２ ３ ４ 
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最後に、お子さんの祖父母とのかかわりや支援制度についておたずねします 

問 28 あなたのご両親（お子さんの祖父母）はご健在ですか。（Ａ・Ｂそれぞれ１つに〇） 

Ａ あなたの父親 
（子どもの祖父） 

Ｂ あなたの母親 
（子どもの祖母） 

Ｃ 元配偶者の父親 
（子どもの祖父） 

Ｄ 元配偶者の母親 
（子どもの祖母） 

１．健在 １．健在 １．健在 １．健在 

２．死亡 ２．死亡 ２．死亡 ２．死亡 

３．わからない ３．わからない ３．わからない ３．わからない 

 

問 29 問 28で、どちらかに「１.健在」と回答した方にお聞きします。 
  ※それ以外の方は、問 30へお進みください 

（１）あなたは現在、子どもの祖父母のいずれかから、家計や物品面で次のような援助を受けています

か。（Ａ～Ｆそれぞれ１つに〇） 
  

 

よ
く
あ
る 

と
き
ど
き
あ
る 

ほ
と
ん
ど
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

Ａ 食費・食事面での援助        １ ２ ３ ４ 

Ｂ 住宅費・住宅面での援助       １ ２ ３ ４ 

Ｃ 保育料や教育費の援助        １ ２ ３ ４ 

Ｄ 金銭での援助            １ ２ ３ ４ 

Ｅ 特別な出費がある場合の援助    １ ２ ３ ４ 

Ｆ 学用品・生活用品など物品面での援助 １ ２ ３ ４ 

Ｇ その他（具体的に                                  ） 

（２）あなたは現在、子どもの祖父母のいずれかから、家事や育児面で次のような援助を受けています

か。（Ａ～Ｆそれぞれ１つに〇） 
  

 

よ
く
あ
る 

と
き
ど
き
あ
る 

ほ
と
ん
ど
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

Ａ 子どもの放課後の世話 １ ２ ３ ４ 

Ｂ 子どもが病気の時の通院や看病 １ ２ ３ ４ 

Ｃ 自分が病気の時の子どもの世話・見守り １ ２ ３ ４ 

Ｄ 子どもの学校行事や地域活動への参加 １ ２ ３ ４ 

Ｅ 日常の掃除・洗濯 １ ２ ３ ４ 

Ｆ 日常の食事の準備・片付け １ ２ ３ ４ 

Ｇ その他（具体的に                                  ） 
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（３）現在、あなたから、子どもの祖父母のいずれかに対して、次のような援助をしていますか。 

（Ａ～Ｆそれぞれ１つに〇） 
  

 

よ
く
あ
る 

と
き
ど
き
あ
る 

ほ
と
ん
ど
な
い 

ま
っ
た
く
な
い 

Ａ 身辺の世話 １ ２ ３ ４ 

Ｂ 介護 １ ２ ３ ４ 

Ｃ 買物や通院の送迎や付き添い １ ２ ３ ４ 

Ｄ 日常の掃除・洗濯 １ ２ ３ ４ 

Ｅ 日常の食事の準備・片付け １ ２ ３ ４ 

Ｆ 金銭的な援助 １ ２ ３ ４ 

Ｇ その他（具体的に                                  ） 

 

問 30 あなたは、次のような支援やサービスについて知っていますか。（知っているものすべてに○） 

１． 自立支援教育訓練給付金 
ひとり親家庭の主体的な能力開発、資格取得のため、経理事務、ホームヘルパー等、指定された教育
訓練を受講した方に対し、支給します。 

２． 高等職業訓練促進給付金 

ひとり親家庭の生活の安定に資する対象資格の取得のために養成機関で修業する場合、児童扶養手当

が受給できる所得水準にある方には、給付金を支給し、修了後に修了支援給付金を支給します。 

３． 母子父子寡婦福祉貸付金 

ひとり親家庭が、お子さんの修学資金や親の技能取得資金等を要する場合に、貸付を受けることが 

できます。 
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問 31 あなたは、次のような支援やサービスがあれば利用したいと思いますか。（すべてに○） 

 

1．学校や家庭以外で子どもが無償で勉強を学べる支援 

 2．学校や家庭以外で子どもが安心して通える居場所 

 3．保護者が同伴しなくても、子どもが地域の人と食事ができる場所 

 4．保護者が送迎しなくても、子どもの移動や交通手段を支えてくれるサービス 

 5．自分が仕事や職業に活かせる資格を取るための支援 

6. 急な仕事や残業時に子どもの世話をしてくれる支援 

7．夜間や土日でも気軽に相談できるサービス 

8．自分がリフレッシュする時間をもてるよう、子育てを支援してくれるサービス 

 9．その他（具体的に                           ） 

 

問 32 あなたは、日々の生活のなかで、明るい気持ちになるのはどのようなときですか。また、辛い  

気持ちになるのはどのようなときですか。具体的に教えてください。 

【明るい気持ちになるとき】 【辛い気持ちになるとき】 

  

  

  

  

 

※これで質問は終わりです。ご協力いただきありがとうございました。最後に、暮らしやお仕事、

お子さんについてなど、支援制度や相談体制へのご要望やご意見などがありましたら自由にお書き

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


